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魯
迅
輯
F
-
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈

-
『
幽
明
録
』
(
六
)
-

4
0
　
渓
衰
安
父
亡
①
、
母
使
安
以
難
酒
詣
卜
工
②
、
問
葬
地
③
。

道
連
三
書
生
④
、
間
安
何
之
⑤
。
具
以
告
、
書
生
日
、
「
吾
知
好

葬
地
⑥
。
」
安
以
難
酒
超
之
⑦
、
撃
、
菖
安
地
底
云
⑧
、
「
告
葬

此
地
⑨
。
世
焉
貴
公
⑬
。
」
便
興
別
①
、
教
歩
顧
視
⑫
、
皆
不
見

⑧
。
安
疑
是
神
人
⑧
。
国
葬
其
地
⑮
。
遂
圭
司
徒
⑮
、
子
孫
昌
盛
、

四
世
五
公
焉
⑰
。
〔
虞
記
一
百
三
十
七
、
又
三
百
八
十
九
。
績
談

肋
四
(
腰
芸
『
小
説
』
<
出
『
幽
明
録
』
)
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
五
十

四
話
)
。
亦
見
古
今
類
事
十
七
〕
　
※
郭
晩
晴
輯
注
本
三
六
百

【
校
異
】
　
①
虞
記
三
八
九
、
績
談
助
無
「
渓
」
字
。
頼
談
助
「

父
」
下
有
「
母
」
字
。
「
亡
」
、
古
今
類
事
作
「
没
」
。
②
相
談
助

無
「
母
」
字
。
「
難
」
、
虞
記
一
三
七
作
「
鶏
」
、
下
同
。
「
工
」
、

廣
記
三
八
九
作
「
貞
」
、
古
今
類
事
作
「
者
」
。
③
「
問
」
、
古
今

類
事
作
「
求
」
。
④
「
逢
」
、
績
談
助
作
「
邊
」
。
⑤
績
談
助
無
此

句
以
下
十
五
字
。
⑥
古
今
類
事
作
「
吾
能
知
之
」
。
⑦
古
今
類
事

無
「
之
」
字
。
⑧
相
談
助
無
「
虚
」
字
、
「
云
」
作
「
日
」
。
古

今
類
事
作
「
乃
指
一
虚
云
」
。
⑨
校
記
云
、
「
一
引
無
此
句
。
」
贋

富

　

永

　

一

　

登

記
一
三
七
、
績
談
助
無
「
葬
此
地
」
三
字
。
古
今
類
事
作
「
葬
此

者
」
。
⑬
「
世
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
世
世
」
　
二
字
、
今
接
虞
記

改
。
虞
記
一
三
七
、
績
談
肋
「
世
」
上
有
「
此
」
字
。
古
今
類
事

作
「
常
世
馬
上
公
」
。
①
績
談
助
無
「
便
興
」
　
二
字
、
「
別
」
下

有
「
行
」
字
。
古
今
類
事
作
「
便
輿
安
別
」
。
⑫
古
今
類
事
無
此

句
。
⑬
「
皆
」
、
古
今
類
事
作
「
須
央
」
　
二
字
。
⑯
績
談
助
無
此

句
。
古
今
類
事
作
「
安
異
之
」
。
⑬
古
今
類
事
作
「
送
葬
其
所
占

之
地
」
。
⑬
「
遂
登
」
、
績
談
助
作
「
後
果
位
至
」
四
字
。
古
今

類
事
作
「
遂
鳥
司
空
」
。
⑰
「
四
」
、
全
集
本
誤
作
「
日
」
、
今
接

手
稿
本
・
古
籍
叢
絹
本
改
。
「
五
」
、
績
談
助
作
「
三
」
。
虞
記
三

八
九
無
「
焉
」
字
。

※
『
古
今
類
事
』
(
『
十
曹
巷
櫻
叢
書
』
所
収
『
新
編
分
門
古
今
類
事
』
)

巻
一
七
作
　
(
表
安
字
郭
公
、
汝
陽
人
。
仕
東
漢
、
永
平
焉
司
空
。

焉
政
雄
競
巌
明
、
然
末
曾
鞠
人
以
賊
罪
。
嘗
構
日
、
「
凡
學
仕
者
、

高
則
望
宰
相
、
下
則
希
牧
守
。
錮
人
於
聖
世
、
所
不
忍
鳥
也
。
」

間
者
感
激
自
助
。
初
、
困
父
没
、
母
使
安
以
難
酒
詣
卜
者
求
葬
地
、
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通
達
三
書
生
、
問
安
何
之
。
具
以
告
、
書
生
目
、
「
吾
能
知
之
。
」

安
以
雛
酒
鳥
越
、
撃
、
乃
指
一
虚
云
、
「
葬
此
者
、
常
世
馬
上
公
。
」

便
興
安
別
、
須
央
不
見
。
安
異
之
。
送
葬
其
所
占
之
地
。
遂
薦
司

空
、
子
孫
昌
盛
、
四
世
五
公
焉
。
見
漠
史
及
幽
明
録
。
)

【
注
釈
】
　
衰
安
　
後
漠
の
人
。
明
帝
・
章
帝
・
和
帝
に
仕
え
て
、

元
和
三
年
　
(
八
六
)
　
に
司
空
、
章
和
元
年
　
(
八
七
)
　
に
司
徒
と
な

り
、
永
元
四
年
(
九
二
)
に
卒
す
。
後
漢
末
の
表
招
・
衰
術
の
祖
、

『
後
漢
書
』
巻
四
五
に
伝
が
あ
る
。
　
ト
エ
　
占
い
師
。
『
論
衡
』

吉
験
蔦
に
、
「
光
武
帝
、
建
平
元
年
十
二
月
甲
子
、
生
於
済
陽
殿

第
二
内
申
。
皇
考
鳥
済
陽
令
。
暗
夜
無
火
、
室
内
自
明
、
皇
考
怪

之
、
即
召
功
曹
史
充
蘭
、
使
出
問
卜
工
。
」
　
(
光
武
帝
は
、
建
平

元
年
十
二
月
甲
子
に
、
済
陽
宮
の
後
殿
第
二
内
申
に
生
ま
る
。
皇

考
　
済
陽
令
た
り
。
時
に
夜
　
火
無
き
に
、
室
内
自
ら
明
る
け
れ
ば
、

皇
考
之
を
怪
し
み
、
即
ち
功
曹
史
充
蘭
を
召
し
、
出
で
て
卜
工
に

問
は
し
む
)
　
と
あ
る
。
　
神
入
　
神
の
よ
う
な
非
凡
な
人
。
桓
譚

『
新
論
』
稗
惑
篇
　
(
『
文
選
』
巻
一
二
郭
瑛
「
江
斌
」
納
隠
論
之

列
眞
注
・
巻
二
一
顔
延
之
「
五
君
詠
」
尋
山
治
隠
論
注
・
巻
二
七

謝
挑
「
敬
亭
山
詩
」
隠
論
既
己
託
注
・
巻
三
九
任
蛎
「
馬
下
彬
謝

脩
下
忠
貞
墓
啓
」
隠
論
憫
帳
注
地
引
)
　
に
「
天
下
神
人
五
、
一
日

神
仙
、
二
日
隠
論
、
三
日
使
鬼
物
、
四
日
先
知
、
五
日
錯
凝
。
」

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
先
知
」
　
の
意
で
あ
ろ
う
。
　
司
徒
　
司

空
・
大
尉
と
と
も
に
後
漢
の
三
公
　
(
臣
下
と
し
て
最
高
の
位
)
　
の

一
つ
。
　
四
世
五
公
　
四
代
に
わ
た
っ
て
五
人
が
三
公
の
位
に
つ

い
た
。
『
後
漢
書
』
衰
安
伝
に
よ
る
と
、
衰
安
の
子
の
敵
が
司
空
、

孫
の
湯
が
大
尉
、
曾
孫
の
達
が
司
空
、
達
の
弟
の
院
が
太
博
　
(
三

公
の
一
つ
と
さ
れ
た
)
　
と
な
っ
て
い
る
。
『
三
国
志
』
巻
六
表
招

博
に
　
「
高
祖
父
安
、
馬
漢
司
徒
。
目
安
以
下
四
世
居
三
公
位
。
」

と
い
う
。

【
訓
読
】
　
漢
の
衰
安
の
父
亡
し
、
母
　
安
を
し
て
札
酒
を
以
て

卜
工
に
詣
り
、
葬
地
を
問
は
し
む
。
道
に
三
書
生
に
達
ふ
に
、
安

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

つ

ぷ

さ

に
何
く
に
之
く
か
と
問
ふ
。
具
に
以
て
吾
そ
る
に
、
書
生
日
く
、モ

は

「
吾
好
き
葬
地
を
知
る
」
と
。
安
　
雛
酒
を
以
て
之
に
超
し
、
畢

る
に
、
安
に
地
虎
を
告
げ
て
云
ふ
、
「
雷
に
此
の
地
に
葬
む
る
べ

よ

し
。
世
よ
貴
公
と
鳥
ら
ん
」
と
。
便
ち
興
に
別
れ
、
敷
歩
に
し
て

顧
視
す
る
に
、
皆
見
え
ず
。
安
　
是
れ
神
人
な
る
か
と
疑
ふ
。
因

り
て
其
の
地
に
葬
む
る
。
達
に
司
徒
に
登
り
、
子
孫
昌
盛
し
、
H

世
五
公
た
り
。

【
訳
文
】
　
漢
の
彙
安
の
父
が
亡
く
な
り
、
母
は
重
安
に
鶏
と
酒

を
持
っ
て
占
い
師
の
と
こ
ろ
に
行
か
せ
て
、
埋
葬
地
を
尋
ね
さ
せ

た
。
途
中
で
三
人
の
書
生
に
出
会
っ
た
と
こ
ろ
、
書
生
は
重
安
に

ど
こ
に
行
く
の
か
と
尋
ね
た
。
妾
安
が
子
組
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

書
生
は
「
私
は
良
い
埋
葬
地
を
知
っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
。
そ
こ

で
麦
安
は
鶏
と
酒
を
わ
た
し
て
礼
を
行
い
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、

書
生
は
重
安
に
そ
の
場
所
を
告
げ
て
、
「
こ
こ
に
弄
る
の
が
い
い
。

そ
う
す
れ
ば
代
々
高
貴
な
身
分
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
別

れ
を
告
げ
て
、
数
歩
歩
い
て
振
り
返
っ
た
ら
、
古
生
た
ち
の
姿
は

見
え
な
か
っ
た
。
重
安
は
神
だ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
場
所
に
父
を
埋
葬
し
た
。
そ
の
後
、
表
安
は
司
徒
と
な
り
、

152



中国学研究論集　第十四号

子
孫
は
栄
え
、
四
代
に
わ
た
っ
て
五
人
が
三
公
の
位
に
つ
い
た
。

【
補
説
】
　
埋
葬
地
を
占
う
「
卜
宅
」
は
、
『
越
記
』
雑
記
上
に

「
大
夫
卜
宅
興
葬
日
」
(
大
夫
宅
と
葬
日
と
を
卜
す
)
、
『
孝
綬
』

貞
現
車
に
　
「
卜
其
宅
兆
而
安
指
之
」
(
其
の
宅
兆
を
ト
し
て
之
を

安
持
す
)
<
御
注
云
、
「
宅
、
墓
穴
也
。
兆
、
登
城
也
。
葬
事
大
、

故
ト
之
。
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
葬
事
の
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
て
い

た
。
祖
台
之
『
志
怪
』
(
『
御
男
』
巻
九
〇
〇
引
、
『
古
小
説
鈎
沈
』

本
第
四
話
。
『
書
跡
』
巻
九
四
、
『
御
覚
』
巷
五
五
九
引
『
志
怪

集
』
に
も
見
え
、
そ
れ
を
魯
迅
は
『
推
鬼
神
志
怪
』
<
『
古
小
説

鈎
沈
』
第
一
四
話
、
校
注
に
「
亦
見
孔
氏
志
怪
」
と
い
う
の
は
、

祖
台
之
『
志
怪
』
　
の
誤
り
)
に
収
録
し
て
い
る
。
『
曽
喜
』
巻
八
八

周
訪
博
の
最
後
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
)
　
に
あ
る
東
晋
初
期
の

将
軍
陶
侃
(
二
五
九
-
三
三
四
)
　
が
、
父
の
埋
葬
地
を
老
人
か
ら

教
え
て
も
ら
い
子
孫
が
繁
栄
す
る
話
も
こ
の
類
話
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
『
録
異
博
』
　
(
『
書
紗
』
巻
九
二
・
九
四
引
、
『
御

覧
』
巻
五
五
六
・
八
五
〇
引
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
八
話
)
、

苗
嘩
『
後
漢
書
』
巻
四
五
衰
安
倍
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
御

覧
』
巻
五
五
六
・
八
五
〇
引
『
録
異
博
』
に
は
、
子
孫
の
衰
術
(

司
空
麦
達
の
子
で
字
は
公
路
)
　
の
葬
地
に
ま
つ
わ
る
話
も
記
す
。

『
後
漢
書
』
巻
四
五
表
安
倍
は
、

初
、
安
父
没
、
母
使
安
訪
求
葬
地
。
道
連
三
書
生
、
問
安
何

之
。
安
為
言
其
故
。
生
乃
指
一
虚
云
、
「
葬
此
地
、
常
世
為

上
公
。
」
須
央
不
見
、
安
異
之
。
於
是
遂
葬
其
所
占
之
地
、

故
累
世
隆
盛
焉
。

と
記
し
、
弓
古
今
只
事
』
　
の
文
は
、
こ
れ
に
よ
る
.

股
芸
『
小
説
』
(
『
虞
記
』
巻
一
六
一
引
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本

第
五
十
五
誌
)
　
に
は
、
表
安
の
至
誠
が
神
を
感
動
さ
せ
て
電
の
害

が
収
ま
っ
た
と
い
う
話
も
記
さ
れ
て
い
る
。

‖
　
陳
仲
學
微
時
①
、
嘗
行
宿
主
人
真
申
家
②
。
申
婦
夜
産
③
、

仲
學
不
知
④
。
夜
三
更
、
有
期
門
者
⑤
。
久
許
、
間
裏
有
人
應
云

⑥
、
「
門
裏
有
貴
人
⑦
、
不
可
前
。
宜
従
後
門
往
⑧
。
」
俄
間
、

往
昔
還
、
門
内
者
問
之
、
「
見
何
兄
⑨
。
名
何
。
常
幾
歳
⑬
。
」

還
者
云
、
「
是
男
見
①
、
名
阿
奴
。
告
十
五
歳
。
」
　
又
間
日
⑫
、
「

後
普
若
鳥
死
⑬
。
」
答
日
、
「
鳥
人
作
屋
、
落
地
死
。
」
仲
學
聞
此

⑧
、
歎
志
之
⑮
。
後
十
五
年
、
馬
授
章
太
守
、
遺
吏
往
問
昔
兄
阿

奴
所
在
⑧
。
家
云
、
「
助
東
家
作
屋
、
堕
棟
而
死
臭
⑰
。
」
　
仲
學

後
果
大
貴
⑬
。
〔
廣
記
一
百
三
十
七
、
又
三
百
十
六
。
⑩
亦
見
古

今
類
事
三
〕
　
※
郭
晩
晴
栂
注
本
九
九
貢

【
校
異
】
　
①
「
陳
仲
學
」
、
校
記
云
、
「
一
引
作
陳
蕃
。
」
廣
記

三
一
六
作
「
陳
蕃
」
。
②
「
嘗
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
常
」
、
今
接

廣
記
改
。
「
申
」
、
校
記
云
、
「
類
事
作
甲
。
」
古
今
類
事
作
「
甲
」
、

下
同
。
③
「
申
婦
」
、
虞
記
一
三
七
作
「
申
家
」
、
古
今
類
事
作

「
甲
妻
」
。
④
「
仲
學
」
、
廣
記
三
一
六
作
「
蕃
」
。
⑤
「
抑
」
、

古
今
類
事
作
「
叩
」
。
⑥
廣
記
一
三
七
・
古
今
類
事
無
「
裏
有
人
」

三
字
。
⑦
「
裏
」
、
古
今
類
事
作
「
内
」
。
虞
記
三
一
六
無
「
貴
」

字
。
⑧
廣
記
三
一
六
作
「
相
菖
云
従
後
門
往
」
七
字
。
古
今
類
事

無
「
門
」
字
。
⑨
「
見
」
、
古
今
類
事
作
「
是
」
。
⑬
「
普
」
下
、
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古
今
類
事
有
「
有
」
字
。
①
廣
記
三
一
六
・
古
今
類
事
無
「
見
」

字
。
⑫
古
今
類
事
無
「
日
」
字
。
⑬
古
今
類
事
作
「
告
若
何
死
」

四
字
。
⑧
「
此
」
、
古
今
類
事
作
「
而
」
。
⑮
「
仲
學
聞
此
、
欺

志
之
」
、
校
記
云
、
「
一
引
作
間
而
不
信
。
」
虞
記
三
一
六
作
「
著

聞
而
不
信
」
五
字
。
⑬
「
往
」
、
廣
記
三
一
六
作
「
征
」
、
古
今

類
事
無
此
字
。
⑰
「
堕
棟
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
落
地
」
、
今
廣

記
・
古
今
類
事
皆
作
「
堕
棟
」
、
接
改
。
「
而
死
臭
」
、
虞
記
三
一

六
作
「
亡
没
」
　
二
字
、
古
今
類
事
無
「
央
」
字
。
⑧
廣
記
三
二
ハ

無
此
六
字
。
⑳
校
記
云
、
(
案
御
覧
三
百
六
十
一
引
捜
神
記
云
、

「
陳
仲
學
微
時
、
嘗
宿
黄
申
家
、
而
申
婦
方
産
。
有
打
申
門
者
、

家
人
成
不
知
。
久
久
方
問
屋
裏
有
言
、
『
賓
堂
下
有
人
、
不
可
進
。
』

招
門
者
相
告
日
、
『
今
昏
従
後
門
往
。
』
其
一
人
使
往
。
有
頃
還
、

留
者
問
之
、
『
是
何
等
。
名
馬
何
。
常
興
幾
歳
。
』
往
者
日
、
『
男

也
。
名
馬
奴
。
雷
輿
十
五
歳
。
後
應
以
何
死
。
』
答
日
、
『
應
以

兵
死
。
』
仲
學
告
其
家
日
、
『
吾
能
相
。
此
兄
雷
以
兵
死
。
』
父
母

驚
之
、
寸
刃
不
便
得
執
也
。
至
年
十
五
、
有
置
竪
於
梁
上
者
、
其

末
出
。
奴
以
島
木
也
、
目
下
鈎
之
。
竪
従
梁
落
、
陥
脳
而
死
。
後

仲
學
鳥
捜
章
太
守
、
故
遣
吏
往
餉
之
申
家
、
井
問
奴
所
在
。
其
家

Å

　

　

　

　

　

　

　

　

B

以
此
具
告
仲
學
。
仲
學
歎
、
『
此
謂
命
臭
。
』
注
云
、
「
幽
明
録

同
。
」
輿
虞
記
所
引
者
小
異
。
)
[
A
「
歎
」
　
下
、
古
小
説
鈎
沈
有

「
日
」
字
、
今
接
御
寛
刑
。
　
B
「
臭
」
、
古
小
説
鈎
沈
・
飽
崇

城
本
作
「
也
」
。
]

【
注
釈
】
　
陳
仲
事
　
後
漢
の
陳
蕃
　
(
?
-
一
六
八
)
。
仲
學
は

字
。
『
世
説
新
語
』
徳
行
籍
に
　
「
陳
仲
學
、
言
焉
士
別
、
行
員
世

範
。
登
車
捜
轡
、
有
澄
清
天
下
之
志
。
」
(
陳
仲
學
、
言
は
士
の

レ
し

則
た
り
、
行
ひ
は
世
の
範
た
り
。
車
に
登
り
轡
を
桟
り
て
、
天
下

を
澄
活
す
る
の
志
有
り
)
　
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
漢
末
の

清
流
士
人
で
、
太
尉
、
太
博
と
な
り
官
官
追
放
を
は
か
っ
た
が
、

霊
帝
の
建
寧
元
年
(
一
六
八
)
に
殺
さ
れ
た
。
七
十
余
歳
だ
っ
た
。

『
後
漢
書
』
巻
六
六
に
伝
が
あ
る
。
　
微
時
　
身
分
や
地
位
が
低

か
っ
た
と
き
。
仕
官
す
る
前
。
『
史
記
』
呂
后
本
紀
に
　
「
呂
太
后

者
、
高
祖
微
時
妃
也
。
」
(
呂
太
后
は
、
高
祖
微
な
り
し
時
の
妃

な
り
)
と
あ
る
。
　
黄
申
　
生
没
年
、
事
跡
と
も
未
詳
。
　
夜
三

更
　
真
夜
中
。
午
前
0
時
の
前
後
二
時
間
く
ら
い
を
い
う
。
　
久

許
　
し
ば
ら
く
し
て
。
「
許
」
は
「
～
ば
か
り
」
と
い
う
程
度
を

表
す
語
。
『
菱
子
語
林
』
(
『
世
説
新
語
』
方
正
篇
注
等
引
、
『
古

小
説
鈎
沈
』
本
第
七
五
話
)
　
の
王
平
子
(
王
泣
)
が
王
敦
に
殺
さ

れ
る
話
に
、
「
平
子
手
引
大
将
軍
帯
絶
、
輿
力
士
嗣
甚
苦
、
乃
得

上
屋
。
上
久
許
而
死
。
」
(
平
子
手
づ
か
ら
大
将
軍
の
帯
を
引
き

て
絶
ち
、
力
士
と
嗣
ふ
こ
と
甚
だ
苦
り
に
し
て
、
乃
ち
屋
に
上
る

ひ
さ

を
得
。
上
り
て
久
詳
し
く
し
て
死
す
)
と
あ
る
。
『
渓
語
大
詞
典
』

は
「
拍
久
」
と
解
し
、
『
海
内
十
洲
記
』
棄
窟
洲
・
『
抱
朴
子
b

対
俗
蔦
と
『
幽
明
録
』
　
の
こ
の
話
を
用
例
と
す
る
。
　
若
鳥
死

ど
の
よ
う
に
し
て
死
ぬ
の
か
。
「
若
焉
」
は
「
若
何
」
(
い
か
ん
)

と
同
じ
。
　
獣
志
　
黙
っ
て
記
憶
す
る
。
「
款
試
し
(
『
論
語
』
述

而
算
に
　
「
欺
而
議
之
」
と
あ
る
)
、
「
欺
記
」
(
『
文
通
』
巻
四
五

班
固
「
笛
賓
戯
」
に
「
漕
神
欺
記
」
と
あ
る
)
と
同
義
と
思
わ
れ

る
。
　
麓
章
太
守
　
橡
章
郡
の
長
官
。
後
車
郡
は
今
の
江
西
省
南
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昌
市
を
中
心
と
し
た
地
域
。

【
訓
読
】
　
陳
仲
學
　
微
な
り
し
時
、
嘗
て
行
き
て
主
人
黄
申
の

家
に
宿
る
。
申
の
婦
　
夜
産
む
も
、
仲
學
　
知
ら
ず
。
夜
三
更
に
、

〇

_

、

　

　

　

　

　

t

ノ

h

′

門
を
細
く
者
有
り
。
久
詳
し
く
し
て
、
裏
に
人
の
怨
ず
る
有
る
を

T
r

聞
く
に
云
ふ
、
「
門
の
裏
に
算
入
有
り
て
、
前
む
べ
か
ら
す
。
宜

し
く
後
門
よ
り
往
く
べ
し
」
と
。
俄
に
聞
く
、
往
く
者
還
り
、
門

い
か

内
の
者
之
に
問
ふ
、
「
何
な
る
兄
を
見
る
か
。
名
は
何
ぞ
。
告
に

幾
歳
な
る
べ
き
か
」
と
。
還
る
者
云
ふ
、
「
是
れ
男
兄
に
し
て
、

名
は
阿
奴
な
り
。
告
に
十
五
歳
な
る
べ
し
」
と
。
又
問
ひ
て
冒
く
、

い
か

「
後
葛
に
若
鳥
に
し
て
死
す
べ
き
か
」
と
。
答
へ
て
日
く
、
「
人

の
馬
に
屋
を
作
り
、
地
に
落
ち
て
死
す
」
と
。
仲
學
此
を
閏
き
て
、

や

之
を
款
志
す
。
後
十
五
年
、
授
章
太
守
と
罵
り
、
更
を
遣
り
て
往

き
て
苗
兄
の
何
奴
の
所
在
を
問
は
し
む
。
家
云
ふ
、
「
東
家
の
屈

お

を
作
る
を
助
け
、
棟
よ
り
堕
ち
て
死
せ
り
」
と
。
仲
撃
後
　
果
し

て
大
い
に
貴
し
。

【
訳
文
】
　
陳
仲
挙
が
仕
官
す
る
前
、
あ
る
時
黄
申
の
家
に
行
っ

て
泊
ま
っ
た
。
黄
申
の
妻
が
夜
に
お
産
を
し
た
が
、
仲
挙
は
知
ら

な
か
っ
た
。
真
夜
中
に
、
門
を
叩
く
者
が
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
中
か
ら
そ
れ
に
応
答
す
る
人
が
い
て
、
「
門
内
に
貴
い
人
が
お

ら
れ
る
の
で
、
こ
の
門
か
ら
は
入
れ
ま
せ
ん
。
裏
側
の
門
か
ら
入

っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
言
う
の
が
聞
こ
え
た
。
す
る
と
ま
も

な
く
、
中
に
入
っ
た
者
が
帰
っ
て
き
て
、
門
内
の
者
が
、
「
ど
の

よ
う
な
子
ど
も
を
見
ま
し
た
か
。
名
前
は
何
と
い
い
ま
す
か
。
何

歳
ま
で
生
き
ら
れ
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
の
を
聞
い
た
。
中
か
ら
帰

っ
て
き
た
者
は
、
「
男
の
子
で
、
名
前
は
阿
奴
だ
。
十
五
歳
の
寿

命
だ
」
　
と
言
っ
た
。
ま
た
門
内
の
者
が
、
「
ど
の
よ
う
に
し
て
死

ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「
他
人
の
た
め
に
家

を
家
を
造
り
、
地
面
に
落
ち
て
死
ぬ
」
と
答
え
た
。
仲
挙
は
こ
の

話
を
聞
い
て
、
黙
っ
て
覚
え
て
お
い
た
。
十
五
年
後
に
、
授
章
太

守
と
な
り
、
役
人
を
派
遣
し
て
昔
の
阿
奴
の
所
在
を
尋
ね
さ
せ
た
。

そ
の
家
の
者
は
、
「
東
の
家
を
造
る
の
を
手
伝
っ
て
い
て
、
屋
根

の
上
か
ら
落
ち
て
亡
く
な
り
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
仲
挙
は
果
し

て
の
ち
に
大
い
に
貴
い
人
に
な
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
魯
迅
の
校
記
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
『
御
覧
』
巻
三
六
一
・
七
六
三
引
『
捜
神
記
』
(
二
十
巻
本

『
捜
神
記
』
巻
一
九
・
第
四
四
八
話
)
　
に
も
見
え
る
。
文
章
に
か

な
り
異
同
が
あ
る
ほ
か
、
『
授
神
記
』
　
で
は
陳
蕃
が
運
命
だ
と
歎

じ
て
終
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
幽
明
録
』
　
で
は
陳
蕃
が
貴
人

と
な
る
予
兆
譚
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
『
古
今
類
事
』
は
「
仲
學

貴
人
」
と
過
し
て
こ
の
話
を
載
せ
、
後
に
、
「
鳴
呼
、
仲
學
之
貴

興
阿
奴
之
死
、
固
有
定
数
。
両
名
亦
非
由
人
平
。
」
　
(
疇
呼
、
仲

學
の
貴
と
阿
奴
の
死
と
は
、
回
よ
り
定
数
有
り
。
而
し
て
名
も
亦

人
に
由
る
に
非
ざ
る
か
)
と
い
う
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。

『
魂
志
』
華
款
博
注
・
『
御
覧
』
　
三
六
一
、
四
六
七
引
『
列
異

伝
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
二
二
話
。
『
捜
神
後
記
』
巻
三
第
三

七
話
「
華
款
官
公
」
も
同
じ
)
に
あ
る
華
款
(
一
五
六
-
二
三
一
。

魂
文
帝
が
即
位
し
た
黄
初
元
年
に
司
徒
と
な
る
)
　
の
話
、

華
歌
島
諸
生
時
嘗
宿
人
門
外
。
主
人
婦
夜
産
。
有
頃
、
雨
吏
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詣
門
、
便
辟
易
即
、
相
謂
日
、
「
公
在
此
。
」
　
躊
躇
良
久
、

一
受
口
、
「
籍
普
定
。
奈
何
得
住
。
」
乃
前
款
拝
、
相
賂
入
。

出
地
行
、
共
語
日
、
「
常
興
幾
歳
。
」
一
人
目
、
「
普
三
歳
。
」

天
明
、
款
去
。
後
欲
験
其
事
、
至
三
歳
、
故
往
問
兄
消
息
、

果
己
死
。
款
乃
自
知
雷
鳥
公
、
喜
日
、
「
我
国
雷
公
。
」
後

果
鳥
太
尉
。
(
華
款
諸
生
た
り
し
時
、
嘗
て
人
の
門
外
に
宿

し
ば
ら

る
。
主
人
の
婦
　
夜
産
む
。
頃
く
有
り
て
、
雨
吏
　
門
に
詰

し
M
ノ
そ

り
、
使
ち
辟
易
し
却
き
て
、
相
謂
ひ
て
日
く
、
「
公
　
此
に

や
や

在
り
」
と
。
躊
躇
す
る
こ
と
良
久
し
く
し
て
、
一
吏
日
く
、

と

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

T

T

「
籍
告
に
定
む
べ
し
。
奈
何
ぞ
住
ま
る
を
得
ん
」
と
。
乃
ち
前

み
て
款
に
向
ひ
て
拝
し
、
相
措
き
て
入
る
。
出
で
て
地
び
行

き
、
共
に
語
り
て
日
く
、
「
昔
に
幾
歳
を
興
ふ
べ
き
か
」
と
。

一
人
口
く
、
「
富
に
三
歳
な
る
べ
し
」
と
。
天
明
に
し
て
、

款
去
る
。
後
　
其
の
事
を
験
せ
ん
と
欲
し
、
三
歳
に
至
り
、

こ
レ
し
さ
ら

故
　
に
往
き
て
兄
の
消
息
を
問
ふ
に
、
果
し
て
己
に
死
せ
り
。

款
乃
ち
自
ら
雷
に
公
と
罵
る
べ
き
を
知
り
、
喜
び
て
日
く
、

「
我
国
よ
り
雷
に
公
た
る
べ
L
L
と
。
後
果
し
て
太
尉
と
罵

る。)

も
同
じ
で
あ
る
。
『
観
志
』
襲
松
之
注
に
、
『
列
異
伝
』
を
引
い

た
後
、
「
臣
松
之
按
曽
陽
春
説
魂
紆
少
時
寄
宿
事
、
亦
如
之
。
以

焉
理
無
二
人
倶
有
此
事
、
賂
由
儒
者
不
同
。
今
寧
信
列
異
。
」
　
(

わ
か

臣
松
之
按
ん
ず
る
に
曽
陽
春
に
視
野
少
き
時
寄
宿
せ
し
事
を
説
く

・
か

も
、
亦
之
く
の
如
し
。
以
馬
へ
ら
く
理
と
し
て
二
人

は

有
る
無
し
、
将
た
惜
ふ
る
者
に
由
り
て
同
じ
か
ら
ざ
る　倶

か　に

。此
今　の
寧空事

ろ
列
異
を
信
ず
)
　
と
言
っ
て
お
り
、
史
書
で
あ
る
『
曹
陽
春
』
に

も
同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
史
宮
が
こ
の
よ
う
な

怪
異
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
捜
神
記
』
巻
九
第
二
四

二
話
「
醜
節
」
も
同
様
の
話
で
あ
る
。

4
2
　
院
西
秦
嘉
、
字
土
合
、
岳
秀
之
士
①
。
婦
日
徐
淑
、
亦
以
才

美
流
響
。
桓
帝
時
、
嘉
島
曹
操
赴
洛
。
淑
扁
寧
干
家
②
、
重
臥
、

流
沸
覆
面
。
梗
怪
聞
之
、
云
、
「
通
見
嘉
自
説
、
往
津
郷
亭
病
亡
。

二
客
倶
留
。
一
客
守
喪
、
一
客
貴
書
還
③
、
日
中
雷
至
。
」
學
家

大
驚
。
書
至
、
事
事
如
夢
。
〔
御
覧
四
百
〕
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
二

〇
貢【

校
異
】
①
「
岳
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
幌
」
、
飽
崇
城
本
作
「

偶
」
、
今
接
御
覧
改
。
「
仕
ご
俗
作
「
究
」
、
龍
在
手
鏡
云
、
「
<
俊
)
、

<
偶
)
或
作
、
人
偏
)
正
。
」
②
「
干
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
於
」
、
今

接
御
党
・
飽
崇
城
本
改
。
③
「
嚢
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
齋
」
、

今
按
御
覚
・
飽
崇
城
本
改
。
正
字
通
云
、
「
人
斎
V
、
俗
作
人
糞
V
。
」

【
注
釈
】
　
籠
西
　
郡
名
。
今
の
甘
粛
省
臨
眺
県
を
中
心
と
し
た

地
域
。
　
秦
嘉
　
生
没
年
未
詳
。
後
漢
の
憺
帝
か
ら
桓
帝
二
二

六
～
一
六
七
)
　
の
頃
の
人
、
桓
帝
の
時
に
洛
陽
に
行
き
、
黄
門
郎

と
な
り
、
数
年
後
に
病
没
し
た
。
『
整
文
頴
棄
b
『
玉
生
新
詠
』

な
ど
に
、
妻
の
徐
誤
と
の
問
の
書
簡
、
階
筈
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。

『
随
喜
』
経
籍
志
四
に
「
梁
又
有
婦
人
後
渓
黄
門
山
東
嘉
妻
徐
誤

集
一
巻
」
と
あ
り
、
妻
の
徐
淑
の
集
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
　
触
秀
之
士
　
す
そ
れ
た
人
物
。
「
筒
」
　
は
　
「
俊
」
「
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侶
」
と
同
じ
。
　
以
才
美
流
書
　
才
能
の
す
ば
ら
し
き
で
名
を
知

ら
れ
て
い
た
。
「
才
美
」
は
才
覚
の
優
れ
て
い
る
こ
と
。
『
論
語
』

泰
伯
蔦
に
　
「
如
有
周
公
之
才
之
美
、
使
矯
且
吉
、
其
鰊
不
足
観
也

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

こ

　

　

　

　

や

ぶ

さ

己
。
」
(
如
し
周
公
の
才
の
美
有
り
と
も
、
翳
り
て
且
つ
吉
か
な

ら
し
め
は
、
其
の
録
は
観
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
)
　
と
あ
る
。
「
流

響
」
は
評
判
を
と
る
こ
と
。
『
史
記
』
港
南
衡
山
列
侍
　
(
港
南
王

安
)
　
に
　
「
亦
欲
以
行
陰
徳
拇
循
百
姓
、
流
雪
天
下
。
」
　
(
亦
陰
徳

を
行
ひ
百
姓
を
附
循
し
、
馨
を
天
下
に
流
さ
ん
と
欲
す
)
と
あ
る
。

桓
帝
　
後
漢
の
皇
帝
。
一
四
七
-
一
六
七
在
位
。
　
篇
曹
操
赴

洛
　
郡
の
役
人
と
し
て
洛
陽
に
使
い
し
た
。
「
曹
操
」
は
下
役
人

の
意
。
秦
嘉
の
　
「
興
要
吉
」
(
『
萎
文
類
棄
』
巻
三
二
)
　
に
　
「
告

給
郡
使
」
　
(
雷
に
郡
使
に
給
す
べ
し
)
　
と
い
う
。
　
房
事
　
里
帰

り
す
る
こ
と
.
『
毛
詩
』
周
南
葛
軍
に
　
「
昂
寧
父
母
」
　
(
父
母
に

昂
寧
せ
ん
)
と
あ
る
。
　
梗
　
兄
嫁
。
「
捜
」
「
蝮
」
と
同
じ
。
『

爾
雅
』
繹
規
「
女
子
謂
兄
之
妻
馬
捜
」
繹
文
に
「
人
披
)
、
素
早
反
、

本
今
作
<
媛
)
。
」
、
『
正
字
通
』
に
　
「
<
硬
)
、
同
<
柊
)
。
」
、
『
桒
韻
』

に
　
「
入
婿
V
、
或
八
人
聖
)
。
俗
凡
人
更
V
、
非
是
。
」
　
と
い
う
。
　
津

郷
草
　
津
郷
は
江
陵
県
に
あ
る
地
名
(
『
後
漢
書
』
巻
一
七
琴
彰
偲

注
に
は
　
「
津
郷
、
麻
名
、
所
謂
江
津
也
。
東
脱
記
日
、
津
郷
宮
前
・
楊
之

咽
喉
。
」
と
い
う
が
、
『
後
漢
書
　
那
國
志
四
「
荊
州
・
同
郡
」
に
「
江
陵

有
津
郷
。
」
と
記
す
よ
う
に
、
県
名
で
は
な
い
。
『
後
漢
書
集
解
』
に
も
「

君
枝
日
、
綿
漢
志
向
郡
江
陵
麻
有
津
郷
。
津
郷
、
郷
名
、
非
解
名
也
。
」

と
い
う
。
)
　
で
、
後
漢
の
琴
彰
が
覇
の
公
孫
述
と
戦
う
拠
点
に
し

た
　
(
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
建
武
五
年
、
巻
一
七
琴
彰
博
)
　
と
こ
ろ

だ
が
、
こ
の
話
の
　
「
津
郷
亭
」
と
同
じ
か
ど
う
か
は
不
明
。
　
守

喪
　
遺
体
の
側
を
離
れ
ず
に
い
る
。
「
喪
」
は
「
屍
」
「
P
L
と

同
意
　
(
江
藍
生
『
規
曽
南
北
朝
小
説
詞
語
匪
澤
』
)
。
『
後
漢
書
』

巻
六
三
李
国
情
に
、
李
国
が
誅
殺
さ
れ
死
体
を
道
路
に
さ
ら
さ
れ
、

「
有
敢
臨
者
加
其
罪
」
(
故
へ
て
臨
む
者
有
ら
ば
其
の
罪
を
加
ふ
)

と
い
う
命
令
が
出
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
国
の
弟
の
子
の

郭
亮
が
屍
を
収
容
し
た
い
と
乞
い
、
許
可
き
れ
な
か
っ
た
の
で
、

「
因
往
臨
巽
、
陳
酎
於
前
、
遂
守
喪
不
去
ご
(
困
り
て
往
き
て

臨
み
突
し
、
酢
を
前
に
陳
べ
、
遂
に
喪
を
守
り
て
去
ら
ず
)
と
あ

る
。
ま
た
董
班
も
「
亦
往
異
国
、
而
殉
戸
不
肯
去
。
」
(
亦
往
き

し
た
が

て
回
に
巽
し
て
、
戸
に
殉
ひ
て
去
る
を
肯
ぜ
ず
)
　
と
、
李
因
の

屍
の
側
を
去
ら
な
か
っ
た
た
め
、
太
后
が
埋
葬
す
る
こ
と
を
許
し

た
と
い
う
。
『
曽
喜
』
　
巻
七
五
有
鉛
侍
に
も
、
「
王
珊
入
洛
、
な

興
百
官
斉
干
密
、
末
至
而
母
亡
。
賊
追
将
及
、
同
族
散
走
、
松
被

髪
従
車
、
守
喪
競
泣
。
賊
至
、
棄
其
母
戸
於
地
、
奪
車
而
去
。
塵

被
四
則
、
気
絶
、
至
夜
方
蘇
。
葬
母
於
密
山
。
」
(
王
禰
洛
に
入

ひ
そ
か

り
、
積
　
百
官
と
密
に
弄
り
、
末
だ
至
ら
ざ
る
に
母
亡
す
。
賊
追

ひ
て
将
に
及
ば
ん
と
し
、
同
族
散
走
す
る
も
、
松
　
被
髪
し
て
車

に
従
ひ
、
喪
を
守
り
て
鍍
泣
す
。
賊
至
り
、
其
の
母
の
戸
を
地
に

棄
て
、
車
を
奪
ひ
て
去
る
。
山
松
　
四
則
を
被
り
、
気
絶
し
、
夜
に

よ
じ

至
り
て
方
め
て
蘇
る
。
母
を
密
山
に
葬
る
)
と
あ
る
。
『
漢
語
大

詞
典
』
は
、
『
後
漢
書
』
李
国
情
の
例
を
引
き
、
「
守
喪
」
を
「

守
服
喪
事
」
　
の
意
に
解
す
る
が
、
用
例
を
見
る
限
り
、
屍
の
側
を

離
れ
な
い
意
に
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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【
訓
読
】
　
隣
西
の
秦
嘉
、
字
は
土
合
、
餞
秀
之
土
な
り
。
婦
を

徐
淑
と
日
ひ
、
亦
才
美
を
以
て
聾
を
流
す
。
桓
帝
の
時
、
嘉
　
曹

接
と
罵
り
洛
に
赴
く
。
淑
家
に
掃
寧
し
、
重
臥
し
、
流
沸
し
面

ま
さ

を
覆
ふ
。
梗
怪
し
み
て
之
を
問
ふ
に
、
云
ふ
、
「
通
に
嘉
を
見
る

に
自
ら
説
ふ
、
津
郷
亭
に
往
き
て
病
亡
す
。
二
客
供
に
留
ま
る
。

し

か

ば

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

た

ら

一
客
　
喪
　
を
守
り
、
一
客
　
書
を
資
し
て
還
り
、
日
中
に
昔
に

至
る
べ
L
と
」
と
。
家
を
學
げ
て
大
い
に
驚
く
。
書
至
り
、
事
事

夢
の
如
し
。

【
訳
文
】
　
牒
西
の
秦
嘉
は
、
字
を
土
会
と
い
い
、
俊
秀
の
士
だ

っ
た
。
妻
を
徐
淑
と
い
い
、
彼
女
も
ま
た
す
λ
＼
れ
た
才
能
を
持
っ

て
い
て
評
判
だ
っ
た
。
桓
帝
の
時
、
嘉
は
下
役
人
と
な
り
洛
陽
に

赴
い
た
。
淑
は
里
帰
り
し
、
昼
間
に
横
に
な
っ
て
い
た
と
き
、
涙

を
流
し
て
顔
を
覆
っ
た
。
兄
嫁
が
不
思
議
に
思
っ
て
尋
ね
る
と
、

「
今
ち
ょ
う
ど
嘉
を
夢
に
見
た
と
こ
ろ
自
ら
次
の
よ
う
に
話
し
ま

し
た
。
『
津
郷
亭
に
行
っ
て
病
死
し
た
。
二
人
の
客
人
が
一
緒
に

い
た
。
一
人
は
亡
骸
の
側
に
い
て
、
一
人
は
手
紙
を
持
っ
て
家
に

向
か
い
、
昼
に
は
そ
ち
ら
に
着
く
は
ず
だ
。
』
」
と
言
っ
た
。
家

中
の
者
は
大
変
驚
い
た
。
手
紙
が
届
き
、
み
な
夢
の
通
り
だ
っ
た
。

【
補
説
】
　
秦
嘉
と
徐
瀬
の
贈
答
詩
と
書
簡
は
、
秦
嘉
が
洛
陽
に

赴
い
た
と
き
に
、
徐
淑
が
病
気
で
実
家
に
帰
り
寝
た
ま
ま
の
状
態

で
、
同
行
も
見
送
り
も
で
き
な
い
中
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
話
は
、
東
京
自
身
が
病
身
の
妻
の
夢
枕
に
現
れ
て

自
ら
の
病
死
を
告
げ
る
も
の
で
、
秦
嘉
と
徐
淑
夫
婦
の
贈
答
詩
か

ら
二
人
の
情
が
夢
に
ま
で
通
い
合
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
梁
・
鍾
峡
『
詩
品
』
　
の
中
品
で
は
、
秦
嘉
と
徐
淑
の
詩

に
つ
い
て
、
「
夫
妻
事
既
可
傷
、
文
亦
憤
怨
。
」
(
夫
妻
の
事
既
に

傷
む
べ
く
、
文
も
亦
憤
怨
な
り
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

4
3
　
常
山
張
顛
鳥
梁
相
①
、
天
新
雨
後
、
有
鳥
細
山
鵠
②
、
飛
翔

輸
下
墜
地
③
。
民
事
取
④
、
帥
化
昌
一
図
石
。
顆
椎
破
之
、
得
金

印
⑤
。
文
日
、
「
忠
孝
侯
印
⑥
。
」
顆
表
上
聞
⑦
、
戒
之
秘
府
。

顛
漢
靂
帝
時
至
太
尉
。
〔
類
棄
四
十
六
。
初
學
記
二
十
七
〕
　
※
郭

晩
晴
輯
注
本
三
七
百

【
校
異
】
　
①
校
記
云
、
「
初
學
記
引
作
南
川
。
」
　
今
初
學
記
作

「
常
山
」
。
②
類
棄
無
「
山
」
字
。
校
記
云
、
「
初
學
記
引
有
山

字
。
」
③
「
墜
」
、
初
學
記
作
「
堕
」
。
④
「
民
」
、
初
學
記
作
「

人
」
。
⑤
「
金
」
上
、
初
學
記
有
「
一
」
字
。
⑥
校
記
云
、
「
巳

上
初
學
記
二
十
七
亦
引
。
」
⑦
初
學
記
無
以
下
十
六
字
。

【
注
釈
】
　
常
山
　
郡
名
。
今
の
河
北
省
元
氏
県
を
中
心
と
し
た

地
域
。
　
張
穎
　
生
没
年
未
詳
。
後
漢
・
霊
帝
の
光
和
元
年
二

七
八
)
　
に
太
常
か
ら
太
尉
と
な
り
、
九
月
に
辞
め
て
い
る
　
(
『
後

漢
書
』
巻
八
霊
帝
紀
)
。
　
架
相
　
梁
国
の
宰
相
。
梁
は
後
漢
の

下
口
巴
　
(
今
の
安
徽
省
揚
山
県
)
　
を
中
心
と
し
た
侯
国
。
　
山
鵠

お
な
が
と
り
。
『
爾
雅
』
愕
鳥
「
驚
、
山
観
。
」
　
郭
瑛
注
に
　
「
似

歳
而
有
文
彩
、
長
尾
、
背
部
赤
。
」
(
観
に
似
て
文
彩
、
長
尾
有

り
、
肯
脚
赤
し
)
と
あ
る
。
　
金
印
　
『
後
漢
書
』
巻
八
四
列
女

博
曹
世
叔
妻
「
猥
賜
金
紫
」
注
に
　
「
漢
宮
儀
冒
、
二
千
石
金
印
紫

綬
也
。
」
　
と
い
う
よ
う
に
、
高
宮
の
賜
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
　
忠
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孝
俵
田
　
弓
憲
害
だ
』
で
は
、
亮
芹
の
と
き
に
こ
の
官
伝
が
あ
っ

た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
　
表
上
聞
　
上
表
し
て
天
子
に
奏

間
す
る
。
『
韓
非
子
』
五
羞
第
に
　
「
令
ヂ
誅
而
楚
姦
不
上
聞
。
」
(

令
ヂ
註
し
て
楚
姦
　
上
聞
せ
ず
)
　
と
あ
る
。
　
秘
府
　
宮
中
の
書

庫
。
『
漢
書
』
巻
三
〇
重
文
志
序
に
「
於
是
建
蔵
書
之
策
、
置
寓

昌
之
官
、
下
及
諸
子
侍
説
、
皆
充
秘
府
。
」
(
是
に
於
い
て
蔵
書

の
策
を
建
て
、
宮
古
の
官
を
置
き
、
下
諸
子
侍
説
に
及
ぶ
ま
で
、

皆
藤
府
に
充
つ
)
　
と
あ
り
、
如
淳
注
引
劉
款
『
七
略
』
に
「
外
則

有
太
常
・
太
史
・
博
士
之
蔵
、
内
則
有
延
閣
・
廣
内
・
秘
室
之

府
。
」
　
(
外
は
則
ち
太
常
・
太
史
・
博
士
の
蔵
有
り
、
内
は
則
ち

廷
閤
・
廣
内
・
両
室
の
府
有
り
)
　
と
い
う
。
　
漠
意
帝
　
後
漢
の

霊
帝
劉
宏
　
(
一
六
八
-
一
八
九
在
位
)
。
　
大
尉
　
式
事
を
主
管

し
、
司
徒
・
司
空
と
と
も
に
三
公
と
称
し
、
臣
下
の
最
高
位
。
後

漢
・
光
武
帝
の
と
き
に
三
公
の
首
と
さ
れ
る
　
(
『
後
漢
書
』
百
官

志
こ
。

【
訓
読
】
　
常
山
の
張
顆
　
梁
の
相
た
り
し
と
き
、
天
新
た
に
雨

や
う
牟

ふ
り
し
後
、
鳥
の
山
歳
の
如
き
有
り
、
飛
翔
し
て
楷
く
下
り
て

お

地
に
璧
つ
。
民
事
ひ
て
れ
ば
、
即
ち
化
し
て
一
問
石
と
鳥
る
。
顆

つ
ち椎

も
て
之
を
破
り
、
金
印
を
得
。
文
に
日
く
、
「
忠
孝
侯
印
」
と
。

封
「
表
し
て
上
聞
し
、
之
を
秘
府
に
蔵
す
。
顛
∵
藻
の
賓
帝
の
時
に

太
尉
に
至
る
。

【
訳
文
】
　
常
山
の
張
顆
が
梁
国
の
宰
相
だ
っ
た
こ
ろ
、
雨
が
あ

が
っ
た
ば
か
り
の
時
に
、
お
な
が
ど
h
ソ
の
よ
う
な
鳥
が
、
飛
翔
し

て
次
第
に
下
っ
て
き
て
地
面
に
墜
ち
た
。
民
が
競
っ
て
捕
ま
え
よ

う
と
し
た
ら
、
一
つ
の
丸
い
石
に
変
わ
っ
た
。
貫
は
掟
で
た
た
き

割
っ
て
、
金
印
を
得
た
。
金
印
に
は
、
「
忠
孝
侯
印
」
と
記
き
れ

て
い
た
。
顆
は
上
表
し
て
奏
聞
し
、
宮
中
の
書
庫
に
収
め
た
。
顆

は
漢
の
靂
帝
の
時
に
太
尉
に
な
っ
た
。

【
補
説
】
　
第
四
一
話
と
同
様
の
、
張
瀬
が
出
世
す
る
予
兆
譚
で

あ
る
。
鳥
が
物
に
変
化
す
る
の
は
、
『
幽
明
録
』
第
三
五
話
(
初

學
記
巻
二
七
等
引
)
　
の
鳥
が
金
の
帯
留
め
に
化
し
て
子
孫
が
繁
栄

す
る
話
と
同
じ
で
あ
る
。

『
捜
神
記
』
で
は
、
巻
九
の
第
二
三
七
～
二
四
二
話
の
六
話
が

同
様
な
吉
兆
譚
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
話
は
、
そ
の
第
二
三
九
話

(
『
類
棄
』
巻
九
〇
、
『
後
漢
書
』
霊
帝
紀
注
、
『
初
學
記
』
巻
五
・

二
六
、
『
御
覚
』
巻
五
一
二
一
〇
一
・
九
二
一
、
『
事
類
斌
注
』

巻
一
七
・
一
九
引
『
捜
神
記
』
。
『
廣
記
』
巻
四
六
一
引
、
未
出

書
名
)
　
で
あ
る
。
ま
た
、
『
博
物
志
』
巻
七
に
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
両
書
と
も
「
蔵
之
秘
府
」
(
『
博
物
志
』
「
秘
府
」
作
「
官
庫
」
)

の
あ
と
に
、

後
議
郎
汝
南
契
衡
夷
上
言
、
「
尭
舜
時
、
酉
有
此
宮
。
今
天

た
て
ま
つ

降
印
。
宜
可
復
置
。
」
(
後
　
議
郎
の
汝
南
の
契
衡
夷
上
　
り

も
レ
し

言
ふ
、
「
尭
舜
の
時
、
酉
此
の
官
有
り
。
今
天
　
印
を
降
す
。

宜
し
く
復
た
置
く
べ
し
」
と
。
)
<
『
博
物
志
』
作
「
後
議
郎

汝
南
契
行
夷
校
書
東
観
、
表
上
言
、
尭
舜
之
時
、
葛
有
此
官
。

今
天
降
印
、
宜
可
復
置
。
L
 
V

と
い
う
文
が
あ
る
。
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日
　
清
貴
、
前
漢
漠
桓
帝
貴
人
也
。
美
艶
絶
望
。
死
後
朴
鈴
年
、

群
賊
費
其
塚
、
見
貴
人
顔
色
如
故
。
賊
遂
集
計
之
①
、
闘
宰
相
無

而
死
。
〔
鋼
玉
集
十
四
〕
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
二
九
百

【
校
異
】
①
「
覚
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
競
」
、
今
接
鋼
玉
集
　
(

古
逸
叢
書
本
)
改
。
廣
韻
云
、
「
人
競
)
、
<
覚
)
俗
。
」

【
注
釈
】
　
凄
責
　
潟
貴
人
。
貴
人
は
皇
后
に
次
λ
＼
地
位
で
光
武

帝
の
時
に
置
か
れ
た
　
(
『
後
漢
書
』
巻
一
〇
上
皇
后
紀
序
)
。
『
後

漢
書
』
輿
服
志
下
で
は
、
後
宮
の
女
性
の
地
位
を
、
太
皇
太
后
・

皇
太
后
・
皇
后
・
貴
人
・
公
主
の
順
に
配
列
し
て
い
る
。
前
漠

漠
桓
帝
　
先
の
漢
の
桓
帝
。
原
文
の
　
「
漢
」
　
の
l
字
は
術
字
。
漠

桓
帝
は
、
後
漢
の
桓
帝
劉
志
　
(
一
四
七
-
一
六
七
在
位
)
。
　
絶

隻
　
並
ぶ
も
の
が
な
い
。
無
双
、
絶
群
、
絶
倫
と
同
意
。
　
死
後

朴
歯
年
　
『
列
異
伝
』
『
捜
神
記
』
は
　
「
七
十
線
年
」
　
に
、
『
法

苑
珠
林
』
巻
九
七
・
『
太
平
御
覧
』
巻
五
五
九
引
『
捜
神
記
』
は

「
百
歳
」
　
に
作
る
。
『
後
漢
書
』
巻
六
五
段
穎
伝
に
、
段
煩
が
番

貴
人
の
墓
が
盗
掘
さ
れ
た
責
任
を
と
っ
て
河
南
デ
か
ら
諌
議
大
夫

に
左
遷
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
段
超
の
事
跡
か
ら
考
え

て
、
こ
の
事
件
は
霊
帝
の
建
寧
三
年
　
(
一
七
〇
)
　
か
ら
嘉
平
元
年

(
一
七
二
)
　
の
間
に
起
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
小
説
の
こ

の
部
分
の
記
載
は
い
ず
れ
も
史
実
を
曲
げ
た
誇
張
表
現
で
あ
る
。

【
訓
読
】
　
満
員
は
、
前
の
漢
の
桓
帝
の
貴
人
な
り
。
美
艶
な
る

轟
は

こ
と
空
を
絶
つ
。
死
後
鮒
綜
年
に
し
て
、
群
賊
其
の
塚

ム
リ
レ
ー

貴
人
の
顔
色
故
の
如
き
な
る
を
見
る
。

こ
・
へ

ん
と
し
、
閑
事
し
て
相
熱
し
て
死
す
。

賊
遂
に

幾‡
ひ

て

之　を

を　貴
肝若き
さ　'

【
訳
文
】
　
番
貴
人
は
、
先
の
漢
の
桓
帝
の
貴
人
で
あ
る
。
そ
の

美
し
き
は
並
ぶ
も
の
が
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
死
後
三
十
年
余
り

た
っ
て
、
盗
賊
が
そ
の
墓
を
あ
ば
い
た
と
こ
ろ
、
渇
貴
人
の
顔
色

は
生
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
賊
た
ち
は
競
っ
て
貴
人
を
犯

そ
う
と
、
争
っ
て
互
い
に
殺
し
あ
っ
て
死
ん
だ
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
『
類
棄
』
巻
三
五
引
『
列
異
博
』
(
『
古

小
説
鈎
沈
』
第
一
八
話
)
　
に
、

漠
桓
帝
鴻
夫
人
病
亡
。
靂
帝
時
、
有
賊
盗
貴
家
。
七
十
館
年
、

顔
色
如
故
、
但
小
冷
。
共
姦
通
之
、
至
闘
事
相
殺
。
資
太
后

家
被
誅
、
欲
以
損
夫
人
配
食
。
下
茸
陳
公
達
議
、
『
以
貴
人

雛
是
先
所
幸
、
戸
鰭
槻
汚
、
不
宜
配
至
尊
。
』
乃
以
寅
太
后

配
食
。
(
漢
の
桓
帝
.
の
溝
夫
人
病
み
て
亡
す
。
豆
帝
の
時
、

賊
有
り
家
を
盗
会
す
。
七
十
線
年
な
る
も
、
顔
色
故
の
ご
と

く
、
但
だ
小
し
く
冷
た
し
。
共
に
之
を
姦
通
し
、
関
学
し
て

相
い
殺
す
に
至
る
。
資
太
后
の
家
誅
を
被
り
、
番
夫
人
を
以

お
も

て
配
食
せ
ん
と
欲
す
。
下
部
の
陳
公
達
議
す
、
「
以
へ
ら
く
、

貴
人
は
是
れ
先
の
幸
す
る
所
と
雑
と
も
、
戸
休
機
汚
し
、
宜

し
く
至
尊
に
配
す
べ
か
ら
ず
と
」
と
。
乃
ち
貴
太
后
を
以
て

配
食
す
。
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
授
神
記
』
巻
一
五
第
三
七
三
話
　
(
大
祓
経

本
『
法
苑
珠
林
』
巻
九
七
、
『
御
覧
b
巻
五
五
九
引
『
捜
神
記
』
)

も
、
『
列
異
博
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
史
容
に
も
記
載
が
あ
り
、
『
後
漢
書
』
巻
五
六
陳

球
博
に
、
嘉
平
元
年
賓
太
后
が
亡
く
な
っ
た
時
、
宙
宮
が
貴
氏
を
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姥
い
渇
貴
人
を
桓
帝
と
合
わ
せ
て
祀
ろ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、

廷
尉
の
陳
球
が
「
番
貴
人
零
墨
被
費
、
骸
骨
暴
露
、
輿
賊
桐
戸
、

魂
霊
汚
染
。
且
無
功
於
国
。
何
宜
上
配
至
尊
。
」
(
渇
貴
人
は
家

な
ら
一

墓
発
か
れ
、
骸
骨
暴
露
し
、
賊
と
P
を
侶
べ
、
魂
霊
汚
染
す
。
且

つ
國
に
功
無
し
。
何
ぞ
宜
し
く
至
尊
に
上
配
せ
ん
や
)
　
と
建
議
し

た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
巻
六
五
段
穎
博
に
も
「
有

盗
螢
高
貴
人
家
、
坐
左
輯
諌
議
大
夫
。
」
　
(
盗
の
漏
貴
人
の
家
を

貴
く
有
り
、
坐
し
て
謀
議
大
夫
に
左
持
せ
ら
る
)
と
記
さ
れ
て
い

る
。
『
後
漢
書
』
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
歴
史
事
実
が
誇
張

さ
れ
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

4
5
　
句
車
人
至
東
野
還
、
暮
不
至
門
①
。
見
路
傍
有
小
屋
燈
火
②
、

国
投
寄
宿
③
。
有
一
小
女
④
、
不
欲
興
丈
夫
共
宿
⑤
、
呼
郡
家
止

宿
⑥
。
女
自
伴
、
夜
共
揮
琴
塁
後
。
至
暁
、
此
人
謝
去
、
問
其
姓

字
、
女
不
苔
、
揮
絃
両
歌
日
⑦
、
「
連
綿
葛
上
藤
⑧
、
一
援
俊
一

拒
⑨
。
欲
知
我
姓
名
⑬
、
姓
陳
名
阿
登
。
」
〔
御
覧
五
百
七
十
三
。

書
紗
一
百
六
。
⑪
〕
※
郭
晩
晴
輯
注
本
二
二
七
百

【
校
異
】
　
①
「
至
」
、
書
紗
作
「
及
」
。
②
「
傍
」
、
書
紗
作
「

斉
」
。
「
橙
」
、
御
覚
作
「
灯
」
、
魯
迅
接
地
崇
城
本
。
書
跡
無
「

燈
火
」
　
二
字
。
③
「
宿
」
下
、
御
覧
有
「
止
宿
」
　
二
字
、
今
従
飽

崇
城
本
・
書
紗
。
④
「
小
女
」
、
喜
妙
作
「
女
子
」
。
⑤
「
宿
」
、

古
小
説
鈎
沈
作
「
虎
」
、
今
接
御
覧
・
飽
崇
城
本
改
。
書
紗
無
此

句
以
下
三
十
四
字
。
⑥
御
覚
無
「
止
宿
」
　
二
字
、
魯
迅
接
地
崇
城

本
。
⑦
「
揮
」
上
、
書
紗
有
「
夜
」
字
。
「
絃
」
上
、
書
紗
有
「

琴
」
字
。
⑤
「
綿
」
、
生
崇
妓
本
作
「
課
」
。
「
屋
」
、
竺
崇
境
本

作
「
藤
」
。
⑨
「
援
」
、
御
覚
作
「
援
」
、
魯
迅
接
地
崇
城
本
・
書

紗
。
⑬
「
知
」
、
書
紗
作
「
問
」
。
.
校
記
云
、
「
書
紗
引
作
問
。
」

①
校
記
云
、
「
案
廣
記
三
百
十
六
引
要
怪
桒
興
此
同
。
末
有
云
、

明
至
東
郭
外
、
有
責
食
母
在
韓
中
、
此
人
寄
坐
、
因
説
昨
所
見
。

母
驚
日
、
此
是
我
女
、
近
亡
、
葬
於
郭
外
爾
。
」
捜
神
後
記
六
典

麗
怪
共
同
。

【
注
釈
】
　
旬
章
人
　
句
章
は
県
名
　
(
『
漢
書
b
巻
二
八
上
地
理

志
上
)
。
今
の
新
江
省
慈
漠
市
。
『
捜
神
後
記
』
巻
六
は
、
「
漢
時
、

会
稽
句
章
人
」
に
作
る
。
　
東
野
　
地
名
で
は
な
く
、
東
の
郊
外

の
意
で
あ
ろ
う
。
一
捜
復
一
艇
　
葛
の
蔓
を
引
く
と
ま
た
次
の

蔓
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
意
。
『
捜
神
後
記
』
は
　
「
援
」
　
を

「
綴
」
に
作
る
。
接
は
た
れ
ひ
も
の
意
。
「
桓
」
は
く
み
ひ
も
。

【
訓
読
】
　
句
章
の
人
　
東
野
に
至
り
て
還
り
、
碁
に
門
に
至
ら

ず
。
路
傍
に
小
屋
の
燈
火
有
る
を
見
て
、
困
り
て
l
投
じ
て
寄
宿
す
。

一
小
女
有
り
、
丈
夫
と
共
に
宿
る
を
欲
せ
ず
、
郡
家
を
呼
び
て
止

宿
せ
し
む
。
女
自
ら
伴
ひ
、
夜
共
に
琴
と
璽
篠
を
弾
ず
。
暁
に
至

り
、
此
の
人
謝
し
て
去
ら
ん
と
し
、
其
の
姓
字
を
問
ふ
も
、
女
苔

へ
ず
、
紋
を
弾
じ
て
歌
ひ
て
日
く
、
「
連
綿
た
る
葛
の
上
の
藤
、

ひ

一
た
び
援
け
ば
役
た
一
組
。
我
が
姓
名
を
知
ら
ん
と
欲
す
、
姓
は

陳
名
は
阿
登
な
り
」
と
。

【
訳
文
】
　
句
章
の
人
が
東
の
郊
外
に
行
き
帰
ろ
う
と
し
、
日
が

暮
れ
て
も
町
の
門
ま
で
到
着
で
き
な
か
っ
た
。
路
傍
に
小
屋
の
灯

火
を
見
つ
け
た
の
で
、
身
を
寄
せ
て
宿
を
借
り
た
。
そ
こ
に
は
一
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人
の
少
女
が
い
た
が
、
男
性
と
一
緒
に
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
を
い

や
が
り
、
郡
家
の
人
を
呼
ん
で
泊
ま
ら
せ
た
。
少
女
は
自
ら
つ
れ

そ
い
、
夜
一
緒
に
琴
と
垂
篠
を
弾
い
た
。
明
け
方
に
な
り
、
こ
の

人
が
お
礼
を
言
っ
て
出
か
け
よ
う
と
し
、
そ
の
姓
名
を
聞
い
た
が
、

少
女
は
答
え
ず
に
、
絃
を
つ
ま
弾
い
て
、
「
連
綿
と
続
く
葛
の
上

の
藤
、
蔓
を
引
く
と
ま
た
蔓
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
私
の
姓
名
を

知
り
た
い
と
の
こ
と
、
姓
は
陳
名
は
阿
登
と
申
し
ま
す
」
と
歌

っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
『
捜
神
後
記
』
巻
六
第
五
八
話
「
陳
阿

登
」
　
(
四
部
本
『
法
苑
珠
林
』
巻
五
九
、
『
御
覧
』
巻
八
八
四
引

『
捜
神
後
記
』
)
　
に
も
収
録
さ
れ
て
い
て
、
少
女
の
歌
の
後
に
、

明
至
東
郭
外
、
有
責
食
母
在
韓
中
。
此
人
寄
坐
、
因
説
昨
所

見
。
母
聞
阿
登
、
驚
日
、
「
此
是
我
女
。
近
亡
、
葬
於
郡
外
。
」

(
明
　
東
郭
の
外
に
至
る
に
、
食
を
頁
る
母
の
韓
中
に
在
る

有
り
。
此
の
人
寄
り
て
坐
し
、
因
り
て
昨
の
見
し
所
を
説
く
。

む
丁
め

母
　
阿
登
と
聞
き
、
驚
き
て
日
く
、
「
此
れ
は
是
れ
我
が
女

な
り
。
近
ご
ろ
亡
し
、
郭
外
に
葬
る
」
と
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
太
平
廣
記
』
巻
三
一
六
　
「
鬼
」
一
「
陳
阿

登
」
　
(
出
『
靂
怪
巣
』
)
　
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
娘

の
と
こ
ろ
で
一
晩
を
過
ご
し
、
翌
日
、
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
茎
の

中
で
あ
り
、
相
手
し
た
の
は
亡
く
な
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
娘
だ
っ
た

と
い
う
「
鬼
女
」
と
の
交
際
を
語
る
幽
婚
譚
　
(
冥
婚
譚
)
　
の
系
譜

に
属
す
る
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

‖
一
…
漢
時
、
太
山
黄
原
①
、
平
旦
開
門
、
忽
有
一
青
犬
、
在
門
外

伏
②
、
守
備
如
家
養
。
原
拒
犬
、
随
郁
里
猟
。
自
重
夕
、
見
一
鹿
、

便
放
犬
。
犬
行
甚
遅
、
原
絶
力
逐
、
終
不
及
③
。
行
数
里
、
至
一

穴
。
入
百
錬
歩
、
忽
有
平
面
、
桟
柳
列
櫨
、
行
橋
退
市
④
。

原
随
犬
入
門
、
列
房
瀧
戸
可
有
数
十
聞
⑤
。
皆
女
子
、
姿
容
姉

婿
、
衣
裳
鮮
屈
。
或
撫
琴
忘
、
或
執
博
碁
⑥
。

至
北
閤
⑦
、
有
三
間
屋
、
二
人
侍
直
⑧
、
若
有
所
伺
。
見
原
、

相
視
而
笑
⑧
、
「
此
青
犬
所
致
妙
音
埼
也
⑨
。
」
一
人
留
、
一
人

入
間
。
須
史
、
有
四
碑
出
、
稀
「
太
眞
夫
人
自
責
郎
」
、
「
有
一

女
、
年
己
弱
算
、
実
数
應
鳥
君
婦
。
」
既
暮
、
引
原
入
内
。
内
有

南
向
堂
⑬
、
堂
前
有
池
、
池
中
有
蓋
、
去
四
角
有
径
尺
穴
、
穴
中

有
光
、
映
碓
席
①
。
妙
音
容
色
椀
妙
、
侍
碑
亦
美
。
交
疆
既
學
、

宴
寝
細
菖
⑫
。

脛
数
日
、
原
欲
暫
還
報
家
⑧
。
妙
昔
日
、
「
人
神
道
異
⑨
、
本

非
久
勢
。
」
至
明
日
、
解
職
分
挟
⑮
、
臨
階
沸
泊
⑬
。
後
台
無
期

⑰
、
深
加
愛
敬
、
「
若
能
相
思
、
至
三
月
旦
、
可
修
齋
潔
⑤
。
」

四
碑
送
出
門
、
半
日
至
家
。
情
念
恍
忽
⑳
。
毎
至
其
期
、
常
見

空
中
有
耕
革
労
霧
若
飛
。
〔
珠
林
三
十
一
(
大
正
薪
能
大
武
経
本
)
。

四
部
叢
刊
初
編
本
珠
林
四
十
一
、
廣
記
二
百
九
十
二
　
「
神
」
二
　
「

黄
原
」
引
珠
林
)
〕
※
鄭
晩
晴
租
注
本
一
四
頁

【
校
異
】
　
①
「
太
」
、
贋
記
引
作
「
泰
」
。
②
「
在
」
、
四
部
本

作
「
圧
」
。
③
大
正
蔵
無
「
柊
」
字
、
中
華
大
蔵
経
有
。
④
廣
記

引
作
「
垣
増
廻
匝
」
。
「
甫
」
、
大
正
戒
作
「
匝
」
。
「
廻
し
、
中
華

大
蔵
経
作
「
廻
」
。
⑤
廣
記
引
無
　
「
瀧
戸
」
　
二
字
。
⑥
「
碁
」
、
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大
正
己
・
眉
記
引
作
「
某
」
。
⑦
「
問
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
閻
」
、

今
接
疎
林
各
本
改
。
⑧
「
直
」
、
廣
記
引
作
「
値
」
。
⑧
「
笑
」

下
、
廣
記
引
有
「
云
」
字
。
⑨
「
致
」
上
、
虞
記
引
有
「
引
」
字
。

⑨
廣
記
引
無
「
内
」
字
。
①
「
映
」
、
虞
記
引
作
「
照
瑛
」
二
字
。

「
推
」
、
中
華
大
蔵
経
作
「
惟
」
。
②
「
宴
」
、
虞
記
引
作
「
委
」
。

「
寝
」
、
中
華
大
蔵
経
作
「
存
」
。
⑧
「
暫
」
、
中
華
大
蔵
経
作
「

竪
」
。
①
「
道
男
」
、
古
小
説
鈎
沈
作
「
異
道
」
、
今
接
珠
林
各
本

改
。
⑮
「
環
」
、
廣
記
引
作
「
侃
」
。
⑮
「
洩
」
、
大
正
蔵
作
「
浅
」
。

⑰
「
後
」
、
中
華
大
蔵
経
作
「
終
」
。
⑮
「
修
」
、
中
華
大
蔵
経
作

「
脩
」
。
「
潔
」
、
廣
記
引
作
「
戒
」
。
⑬
「
忽
」
、
四
部
本
・
中
華

大
蔵
経
・
廣
記
引
地
作
「
惚
」
。

【
注
釈
】
　
太
山
　
都
の
名
。
泰
山
郡
の
こ
と
。
今
の
山
東
省
泰

安
市
を
中
心
と
し
た
地
域
。
　
黄
原
　
生
没
年
事
跡
と
も
未
詳
。

青
犬
　
黒
い
犬
。
黒
毛
の
牛
を
青
牛
と
い
う
の
と
同
じ
。
　
家

養
　
家
で
飼
わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
李
継
芽
・
韓
海

明
達
訳
『
漢
挽
六
朝
小
説
通
訳
　
(
下
)
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
八
)
は
「
自
己
家
里
罪
的
」
と
訳
す
。
　
総
力
　
力
を
尽
く
す
。

『
荘
子
』
漁
父
賃
に
　
「
疾
走
不
休
、
絶
力
而
死
。
」
(
疾
走
し
て

つ

休
ま
ず
、
力
を
絶
く
し
て
死
す
)
　
と
あ
る
。
　
平
衡
　
平
坦
で
大

き
な
道
。
「
衝
」
は
四
方
に
通
じ
る
大
道
。
阪
籍
「
清
思
賦
」
に

あ
ら

「
源
平
衝
之
大
夷
」
(
平
衡
の
大
夷
を
源
ふ
)
　
と
あ
る
。
　
行
鵜

邁
両
　
家
に
沿
っ
て
垣
根
が
巡
ら
し
て
あ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
鄭
晩
晴
注
、
沈
偉
方
・
夏
暫
良
遇
注
(
『
漠
塊
六
朝
小
説
遥
』
、

中
州
書
画
社
、
一
九
八
二
)
　
で
は
、
「
行
臆
」
を
「
困
埴
」
と
解
す

る
。
「
起
市
」
　
は
く
る
り
と
巡
る
意
、
沈
倖
方
・
夏
啓
良
遥
注
は

「
環
綿
」
と
解
す
る
。
　
列
房
橋
戸
　
連
な
る
部
屋
と
窓
や
扉
。

「
槌
」
は
れ
ん
じ
窓
。
　
可
肴
数
十
聞
　
数
十
ば
か
り
の
部
屋
が

あ
る
。
『
漢
語
大
詞
典
』
は
、
「
可
」
を
「
大
的
」
　
の
意
に
解
し
、

責
苦
・
法
顕
「
佑
國
記
」
　
の
　
「
其
國
王
拳
法
、
可
有
四
千
線
僧
、

悉
小
乗
學
。
」
を
例
に
挙
げ
る
。
『
古
代
漢
語
虚
詞
詞
典
』
(
商
務

印
書
館
、
一
九
九
九
)
　
に
も
「
用
干
数
詞
、
助
詞
或
形
容
珂
前
、

表
示
的
汁
。
可
澤
力
大
概
、
大
約
等
。
」
と
解
し
て
、
『
広
記
』

巻
二
四
八
　
(
「
談
詣
」
　
四
)
「
侯
自
」
(
出
『
暫
顔
録
』
)
　
の
　
「
今

有
一
決
坑
、
可
有
数
百
尺
。
」
　
を
例
に
挙
げ
る
。
『
漠
規
六
朝
小

説
通
訳
　
(
下
)
』
も
、
「
大
的
有
几
十
同
」
と
訳
す
。
こ
こ
で
は

「
ほ
ぼ
」
と
訓
じ
て
お
く
。
「
聞
」
は
部
屋
の
数
を
表
す
長
調
。

『
文
選
b
巻
一
一
王
延
寿
「
魯
東
光
殿
賦
」
に
　
「
三
間
四
表
」
と

あ
る
。
　
姉
婿
　
艶
や
か
で
美
し
い
。
邊
議
「
章
華
墓
斌
」
(
『

後
漢
書
』
巻
八
〇
下
文
苑
博
下
邊
議
博
引
)
　
に
「
姉
婿
適
進
、
巧

弄
相
加
。
」
(
研
楯
適
に
進
み
、
巧
弄
相
加
ふ
)
、
謝
要
運
「
江
妃

賦
」
(
『
類
棄
』
巻
七
九
引
)
　
に
「
壷
古
来
之
姉
婿
」
(
古
来
の
析

相
を
壷
す
)
と
あ
り
、
と
も
に
神
女
の
艶
や
か
さ
を
い
う
。
　
博

碁
　
双
六
や
碁
、
古
代
の
遊
戯
。
『
後
漢
書
』
巻
三
四
梁
巽
博
に

見
え
る
黒
白
の
石
を
使
っ
た
「
野
菜
」
「
六
博
」
　
の
こ
と
。
　
侍

直
　
宮
廷
内
で
命
を
待
つ
こ
と
。
『
南
史
』
巻
一
四
劉
劾
博
に
「

南
斌
執
刀
侍
直
。
」
(
薦
斌
　
刀
を
執
り
侍
直
す
)
と
あ
る
。
　
太

眞
夫
人
　
西
王
母
の
娘
。
『
広
記
』
巻
五
七
「
女
仙
二
」
に
　
『
神

仙
伝
』
か
ら
採
録
さ
れ
た
話
が
あ
る
。
　
弱
弊
　
十
五
歳
の
女
子
。
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女
子
の
成
人
に
な
る
年
齢
、
算
年
。
他
の
用
例
を
見
な
い
が
、
男

子
の
二
十
歳
を
弱
冠
と
い
う
の
に
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

冥
数
　
人
智
で
は
知
り
得
な
い
運
命
。
『
文
選
』
巻
三
一
江
滝
「

社
債
詩
」
(
劉
太
尉
傷
乱
)
「
治
乱
惟
冥
敷
」
(
治
乱
は
惟
れ
実
数

な
り
)
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
冥
、
幽
冥
也
。
敷
、
歴
敷
也
。
孫

子
兵
法
日
、
治
乱
敷
也
。
苑
嘩
後
漢
書
烏
丸
論
日
、
天
之
冥
敷
、

以
至
於
是
平
。
」
(
冥
は
、
幽
冥
な
り
。
教
は
、
歴
敷
な
り
。
孫

子
兵
法
に
日
く
、
治
乱
は
敢
な
り
。
苑
嘩
後
漢
書
烏
丸
論
に
日
く
、

天
の
冥
敷
、
以
て
是
に
至
る
か
)
　
と
い
う
。
　
腕
妙
　
艶
や
か
で

美
し
い
。
『
漠
魂
六
朝
小
説
通
訳
　
(
下
)
』
は
「
美
両
非
凡
」
と

訳
す
。
　
交
糧
　
結
婚
の
儀
式
。
『
世
説
新
語
』
賢
媛
唐
に
　
「
許

允
婦
是
阪
衛
尉
女
、
徳
如
妹
.
。
奇
丑
。
交
超
克
、
允
無
復
入
理
、

む
丁
め

家
人
探
以
焉
憂
。
」
(
許
允
の
婦
は
是
れ
玩
衛
尉
の
女
、
徳
如
の

ほ

な

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

は

妹
な
り
。
奇
だ
醸
し
。
交
椙
し
尭
る
も
、
允
促
た
入
る
の
理
無

く
、
家
人
深
く
以
て
憂
ひ
と
焉
す
)
　
と
あ
る
。
　
宴
寝
如
薔
　
二

人
の
仲
の
良
さ
は
昔
な
じ
み
の
よ
う
だ
っ
た
。
「
宴
寝
」
は
「
燕

寝
」
と
同
意
で
、
く
つ
ろ
そ
部
屋
の
意
。
鄭
晩
晴
注
に
は
　
「
生
活

在
一
起
象
早
就
相
現
一
梓
」
と
解
す
る
。
　
本
非
久
勢
　
も
と
も

と
長
続
き
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
久
勢
」
は
そ
の
状
況
を
長
く

維
持
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
『
漢
魂
六
朝
小
説
通
訳
　
(

下
)
』
は
「
本
来
就
不
是
長
久
之
汁
」
と
訳
す
。
　
解
凰
分
抜

身
に
つ
け
て
い
た
侃
玉
を
肥
り
別
れ
る
。
『
列
仙
侍
』
江
妃
二
女

に
　
「
遂
解
侃
輿
交
甫
。
」
(
遂
に
楓
を
解
き
て
交
甫
に
輿
ふ
)
、
『

文
選
』
巻
二
五
甜
君
達
　
「
西
陵
遇
風
叡
康
禦
」
　
詩
に
　
「
分
挟
澄
湖

た

も

と

　

　

　

　

　

み

な

み

陰
」
(
枚
を
澄
湖
の
陰
に
分
つ
)
と
あ
る
。
　
齋
潔
　
斎
戒
沐

浴
し
て
心
身
を
清
め
る
こ
と
。
『
博
物
志
』
巻
六
に
　
「
笠
、
必
沐

浴
齋
潔
焼
香
。
」
(
笠
に
は
、
必
ず
沐
浴
齋
潔
焼
香
す
)
と
あ
る
。

耕
卑
　
貴
族
の
婦
女
が
乗
る
幕
を
付
け
た
車
。
『
後
漢
書
』
輿

服
志
上
に
見
え
る
。

【
訓
読
】
　
漢
の
時
、
太
山
の
黄
原
、
平
旦
に
門
を
開
く
に
、
忽

ち
一
青
犬
有
り
、
門
外
に
在
り
て
伏
せ
、
守
備
す
る
こ
と
家
蓑
の

つ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

ん

な

ん

如
し
。
原
犬
を
担
ぎ
、
那
里
の
猟
に
随
ふ
。
日
　
夕
べ
に
　
垂
　
と

し
、
一
鹿
を
見
て
、
便
ち
犬
を
放
つ
。
犬
行
く
こ
と
甚
だ
遅
く
、

つ

原
　
力
を
絶
く
し
て
逐
ふ
も
、
柊
に
及
ば
ず
。
行
く
こ
と
敷
里
に

し
て
、
一
穴
に
至
る
。
入
る
こ
と
百
線
歩
に
し
て
、
忽
ち
平
衡
有

り
、
椀
柳
列
植
し
、
行
培
迫
市
す
。

ほ
は

原
　
犬
に
院
ひ
て
門
に
入
る
に
、
列
房
橋
戸
可
数
十
間
有
り
。

皆
女
子
に
し
て
、
姿
容
は
姉
婿
、
衣
裳
は
鮮
麗
な
り
。
或
い
は
琴

諺
を
捜
し
、
或
い
は
博
碁
を
執
る
。

北
闇
に
至
る
に
、
三
間
の
屋
有
り
、
二
人
侍
直
し
、
伺
ふ
所
有

る
が
若
し
。
原
を
見
て
、
相
視
み
て
笑
ひ
、
「
此
れ
青
犬
の
致
す

所
の
妙
音
の
塙
な
り
」
と
い
ふ
。
一
人
留
ま
り
、
一
人
闇
に
入
る
。量

_

須
史
に
し
て
、
四
碑
の
出
づ
る
有
り
て
、
「
太
眞
夫
人
　
黄
加
に
目

す
」
と
柄
し
、
「
一
女
有
り
、
年
巳
に
弱
算
に
し
て
、
冥
敦
∵
歴
に

君
が
婦
と
罵
る
べ
し
」
と
い
ふ
。
既
に
菖
れ
、
原
を
引
き
て
内
に

入
る
。
内
に
南
向
の
堂
有
り
、
堂
前
に
池
有
り
、
地
中
に
去
有
り
、

上

丁

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

壷
の
四
角
に
径
尺
の
穴
有
り
、
穴
中
に
光
有
り
、
惟
席
を
映
ら
す
。

と
は

妙
音
　
容
色
椀
妙
に
し
て
、
侍
碑
も
亦
美
な
り
。
交
超
既
に
畢
h
ソ
、
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宴
寝
す
る
こ
と
酉
の
如
し
。

数
日
を
経
て
、
原
　
暫
く
還
り
て
家
に
報
ぜ
ん
と
欲
す
。
妙
音

日
く
、
「
人
神
道
異
な
り
、
本
よ
り
久
勢
に
非
ず
」
と
。
明
日
に

至
り
、
環
を
解
き
放
を
分
か
ち
、
階
に
臨
み
て
沸
潤
す
。
後
に
合

も

ふ
に
期
無
け
れ
ば
、
深
く
愛
敬
を
加
へ
、
「
若
し
能
く
相
思
は
ば
、

三
月
の
旦
に
至
り
、
齋
潔
を
修
む
べ
し
」
と
い
ぶ
。

四
稗
送
り
て
門
よ
り
出
で
、
半
日
に
し
て
家
に
至
る
。
情
念
恍

こ
レ
ー

忽
た
り
。
其
の
期
に
至
る
毎
に
、
常
に
空
中
に
研
車
の
芳
賀
と
し

て
飛
ぶ
が
若
き
有
る
を
見
る
。

【
訳
文
】
　
漢
の
時
に
、
泰
山
郡
の
黄
原
が
、
夜
明
け
に
門
を
開

け
た
と
こ
ろ
、
一
匹
の
黒
い
犬
が
、
門
の
外
に
伏
せ
て
、
飼
い
犬

の
よ
う
に
番
を
し
て
い
た
。
黄
原
は
犬
を
紐
に
つ
な
い
で
、
近
所

の
人
と
狩
り
に
出
か
け
た
。
日
が
暮
れ
よ
う
と
す
る
頃
に
、
一
頭

の
鹿
を
見
つ
け
、
す
ぐ
に
犬
を
放
し
た
。
犬
の
走
り
方
は
大
変
遅

い
よ
う
に
見
え
た
が
、
黄
原
が
全
力
で
追
い
か
け
て
も
、
ど
う
し

て
も
追
い
つ
け
な
か
っ
た
。
数
里
ほ
ど
行
く
と
、
一
つ
の
穴
に
着

い
た
。
百
歩
余
り
中
に
入
る
と
、
突
然
平
ら
な
道
が
現
れ
、
税
と

柳
の
並
木
が
あ
り
、
家
の
周
り
に
は
垣
根
が
め
λ
＼
ら
さ
れ
て
い
た
。

黄
原
が
犬
に
つ
い
て
門
を
入
る
と
、
数
十
ば
か
り
の
部
屋
が
あ

り
窓
や
扉
を
連
ね
て
い
た
。
部
屋
に
は
皆
女
が
い
て
、
姿
形
は
艶

や
か
で
美
し
く
、
衣
裳
も
鮮
や
か
で
綺
麗
だ
っ
た
。
あ
る
者
は
琴

を
奏
で
、
あ
る
者
は
双
六
や
碁
に
興
じ
て
い
た
。

北
の
御
殿
に
着
く
と
、
三
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
二
人
の
侍
女
が

い
て
、
こ
ち
ら
の
様
子
を
伺
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
黄
原
を
見

る
と
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
い
な
が
ら
、
「
こ
の
方
が
黒
犬
が
連

れ
て
き
た
妙
音
き
ん
の
お
婿
さ
ん
よ
」
と
言
っ
た
。
一
人
は
そ
こ

に
残
り
、
一
人
は
御
殿
の
奥
に
入
っ
て
い
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
、
四
人
の
女
中
が
出
て
き
て
、
「
太
眞
夫
人
が
黄
朗
に
申
し
上

げ
ま
す
」
と
称
し
て
、
「
一
人
の
娘
が
い
て
、
す
で
に
成
人
を
迎

え
、
あ
な
た
の
妻
に
な
る
定
め
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。

日
が
暮
れ
る
と
、
責
原
を
連
れ
て
奥
に
入
っ
た
。
中
に
は
南
向
き

う
て
な

の
座
敷
が
あ
り
、
座
敷
の
前
に
は
池
が
あ
り
、
池
の
中
に
は
台

が
あ
り
、
台
の
四
隅
に
は
直
径
一
尺
の
穴
が
あ
り
、
穴
か
ら
は
光

が
差
し
込
ん
で
、
帳
を
め
そ
ら
し
た
室
内
を
照
ら
し
て
い
た
。
妙

音
は
顔
か
た
ち
が
艶
や
か
で
美
し
く
、
侍
女
も
美
し
か
っ
た
。
婚

礼
の
儀
式
が
終
わ
る
と
、
二
人
の
仲
の
良
さ
は
昔
な
じ
み
の
よ
う

だ
っ
た
。

数
日
た
っ
て
、
黄
原
は
ち
ょ
っ
と
家
に
帰
っ
て
報
告
し
た
い
と

話
し
た
。
す
る
と
妙
音
は
、
「
人
と
神
で
は
世
界
が
違
い
ま
す
か

ら
、
も
と
も
と
長
続
き
す
る
ご
緑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。

翌
日
に
な
り
、
妙
音
は
身
に
つ
け
て
い
た
侃
玉
を
黄
原
に
贈
り
別

れ
を
告
げ
、
階
段
の
と
こ
ろ
ま
で
見
送
り
涙
に
く
れ
た
。
こ
の
後

会
う
あ
て
も
な
い
の
で
、
深
く
愛
情
を
こ
め
て
、
「
も
し
私
の
こ

と
を
思
っ
て
く
だ
き
る
の
な
ら
ば
、
三
月
一
日
に
な
っ
た
ら
、
斎

戒
沐
浴
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
　
と
言
っ
た
。

四
人
の
女
中
に
見
送
ら
れ
て
門
か
ら
出
る
と
、
半
日
で
家
に
帰

っ
た
。
黄
原
は
気
持
ち
が
う
っ
と
り
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
約
束

の
日
に
な
る
と
、
い
つ
も
空
中
に
高
貴
な
女
性
が
乗
る
車
が
飛
ん

悶l
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で
い
る
の
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
た
。

【
補
説
】
　
こ
れ
は
、
第
三
八
話
の
劉
晨
・
阪
撃
が
天
台
の
二
女

の
婿
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
話
と
同
様
の
神
女
(
仙
女
)
と
の
結
婚

譚
で
あ
る
が
、
妙
音
の
母
が
西
王
母
の
娘
の
太
真
夫
人
と
い
う
設

定
に
な
っ
て
い
て
、
よ
り
神
仙
色
が
強
ま
っ
て
い
る
。
神
女
と
の

結
婚
譚
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
神
女
の
方
か
ら
尋
ね
て
く
る
話

と
、
何
か
に
導
か
れ
て
神
女
に
迎
え
ら
れ
る
話
の
二
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
。
前
者
は
『
捜
神
記
』
巻
一
第
三
〇
話
「
杜
蘭
香
」
、

第
三
一
話
「
成
公
智
填
」
な
ど
で
あ
り
、
『
幽
明
録
』
　
の
劉
晨
・

玩
肇
の
話
、
妙
音
の
話
が
後
者
に
属
す
る
。
両
者
と
も
に
冥
界
と

の
交
流
で
あ
る
の
で
、
「
成
公
智
壇
」
　
の
よ
う
に
禁
忌
を
犯
し
て

破
局
を
迎
え
る
こ
と
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
異
類
婚
姻
譚
の
要
素

を
持
つ
が
、
後
者
に
は
「
桃
花
源
記
」
　
の
よ
う
な
異
郷
訪
問
譚
の

要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
女
人
国
を
思
わ
せ
る
女
だ
け
の

世
界
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
話
に
、
黄
原
が
招
き
入
れ
ら
れ
た
奥
座
敷
の
描
写
に
、
「

引
原
入
内
。
内
有
南
向
堂
、
堂
前
有
池
、
池
中
有
去
、
真
四
角
有

裡
尺
穴
、
穴
中
有
光
」
と
い
う
頂
真
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
、
志

怪
の
文
章
と
し
て
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
『
龍
威
秘
書
』
・
『
唐
人
説
菅
』
(
『
唐
代
叢
書
』
)
　
所
収

「
神
女
博
」
(
唐
・
孫
麒
輯
)
　
に
「
太
眞
夫
人
」
と
題
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
こ
の
『
幽
明
録
』
　
の
話
と
同
文
で
あ
り
、

李
剣
國
『
唐
前
志
怪
小
説
輯
繹
』
に
、
「
神
女
博
係
明
人
侶
慕
、

妄
加
撰
名
以
冒
其
畜
耳
。
」
　
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
明
・
渇
夢
龍

の
編
と
言
わ
れ
る
『
情
史
』
巻
一
九
情
疑
類
に
も
「
妙
音
」
と
題

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
幽
明
録
』
と
同
文
で
あ
る
。(績)
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